
　

第
８
高
射
特
科
群
は
、
10
月
２
日
、
伊
丹
駐
屯
地
に
お
い
て
、
中

部
方
面
隊
が
実
施
す
る
「
中
部
方
面
隊
創
隊
61
周
年
記
念
行
事
（
募

集
広
報
の
日
）
」
へ
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
来
隊
し
た
学
生
に
対
し
、
器
材
の
展
示
及
び
職
種
説
明

等
を
実
施
し
、
自
衛
隊
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
抱
か
せ
た
。
熱
心

に
見
学
す
る
学
生
か
ら
は
、
「
自
衛
隊
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す

か
。
」
「
ど
ん
な
人
が
働
い
て
い
ま
す
か
。
」
と
質
問
が
あ
り
、
隊

員
は
自
ら
の
経
験
を
も
と
に
親
身
に
な
っ
て
対
応
す
る
と
と
も
に
高

射
特
科
職
種
を
広
報
し
た
。

　

丹
波
市
防
衛
協
会　

石
川 

憲
幸　

会
長
は
、
10

月
２
日
、
伊
丹
駐
屯
地
に
お
け
る
、
感
謝
状
贈
呈
式

に
招
待
さ
れ
、
永
年
に
わ
た
り
自
衛
隊
に
対
し
て
貢

献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
中
部
方
面
総
監　

野
澤
陸
将

か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
。

　

私
は
大
津
駐
屯
地
で
の
前
期
教
育
を
修
了

し
、
青
野
原
駐
屯
地
で
後
期
教
育
を
受
け
ま

し
た
。
青
野
原
駐
屯
地
着
隊
当
初
は
、
自
分

が
人
見
知
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
不
安
な
気

持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、
元
気
で
明
る
い
同

期
達
と
巡
り
会
え
た
お
陰
で
、
す
ぐ
に
打
ち

解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

教
育
が
始
ま
り
、
前
期
教
育
で
は
知
る
こ

と
は
な
か
っ
た
専
門
的
な
器
材
の
操
法
を
学

び
ま
し
た
。
最
初
は
器
材
の
操
法
を
覚
え
る

の
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
同
期
と
の
協
力
、

　

第
８
高
射
特
科
群
（
群
長　

久
守
１
佐
）
は
、
９
月
28

日
、
青
野
原
駐
屯
地
に
お
い
て
「
令
和
３
年
度
新
隊
員
特

技
課
程
及
び
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
修
了
式
」
を
挙

行
し
、
新
隊
員
23
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
隊
へ
配
属
さ
れ

た
。

　

式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
ご
来
賓
及
び
ご
家
族
の
参
加
を
見
送
り
、
規
模
を
縮

小
し
て
執
り
行
っ
た
。
ま
た
、
式
の
様
子
は
後
日
、
同
駐

屯
地
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
を
通
じ
て
発
信
し
た
。

　

式
辞
に
お
い
て
群
長
は
「
23
名
の
諸
官
、
教
育
の
修
了

お
め
で
と
う
。
諸
官
は
、
本
年
七
月
一
日
着
隊
以
来
、
約

▲自信に満ち溢れた姿の新隊員

▲厳粛な雰囲気の中執り行われた式 ▲群長式辞

▲記念撮影 ▲成績優秀者の表彰

三
ヶ
月
の
教
育
を
全
う
し
、
一
人
も
脱
落
す
る
こ
と
な
く
、

本
日
こ
の
日
を
迎
え
た
わ
け
で
す
が
、
自
信
に
満
ち
充
実

感
あ
ふ
れ
る
姿
を
目
の
辺
り
に
し
、
大
変
頼
も
し
く
感
じ

て
い
ま
す
。
新
た
な
中
隊
に
お
い
て
、
社
会
人
自
衛
官
と

し
て
の
真
の
第
一
歩
を
力
強
く
踏
み
出
し
て
く
だ
さ
い
。

元
気
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま

す
。
」
と
述
べ
、
お
祝
い
と
激
励
の
言
葉
を
贈
っ
た
。
猛

暑
の
中
、
約
３
カ
月
間
に
わ
た
り
高
射
特
科
隊
員
及
び
通

信
科
隊
員
と
し
て
の
基
礎
を
徹
底
的
に
訓
練
し
、
苦
楽
を

共
に
乗
り
越
え
た
隊
員
の
顔
は
、
晴
れ
ば
れ
と
し
、
き
ら

り
と
輝
い
て
い
た
。

８
高
特
群

令
和
３
年
度

新
隊
員
特
技
課
程
及
び

一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
教
育
修
了
式
感
謝
状
受
賞
者

　
　
　

の
紹
介▲感謝状を贈呈された石川会長(左)

▲器材展示及び器材説明▲学生からの質問に丁寧に対応する隊員

▲職種説明をする隊員

教
官
の
方
々
に
熱
心
に
教
え
て
い
た
だ
い
た

お
陰
で
、
完
璧
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
器
材

の
操
法
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

半
年
間
の
新
隊
員
教
育
期
間
は
と
て
も
貴

重
な
時
間
で
し
た
。
そ
の
中
で
自
衛
隊
は
努

力
す
れ
ば
必
ず
認
め
て
も
ら
え
る
組
織
だ
と

知
り
ま
し
た
。

　

中
隊
配
属
後

は
同
期
共
々
初

心
を
忘
れ
ず
、

何
事
に
も
全
力

で
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
で
す
。

2等陸士
吉　田　魁　生

教
育
修
了
に
伴
う
所
感

青
野
原

青
野
原
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（
募
集
広
報
の
日
）



　

第
８
高
射
特
科
群
は
、
７
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で

の
間
、
航
空
自
衛
隊
小
松
基
地
に
お
い
て
「
令
和
３

年
度
対
空
戦
闘
転
地
訓
練
（
小
松
）
」
を
実
施
し
た
。

　

本
訓
練
は
、
航
空
自
衛
隊
か
ら
の
目
標
機
支
援

〈
Ｆ‐

15
〉
を
受
け
る
と
と
も
に
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

目
標
を
使
用
し
た
高
速
機
動
目
標
に
対
す
る
対
空
戦

闘
及
び
空
自
統
制
下
の
対
空
戦
闘
を
実
施
し
、
群
の

対
空
戦
闘
能
力
を
向
上
さ
せ
た
。

　

駐
屯
地
は
、
８
月
18
日
、
第
14
高
射
特
科
隊
（
松

山
駐
屯
地
）
か
ら
「
81
式
短
距
離
地
対
空
誘
導
弾　

発
射
装
置
」
を
受
領
し
た
。

　

駐
屯
地
広
報
館
前
の
広
場
は
、
平
成
20
年
２
月
か

ら
03
式
中
距
離
地
対
空
誘
導
弾　

発
射
装
置
の
展
示

を
開
始
し
、
次
い
で
、
令
和
元
年
９
月
か
ら
93
式
近

距
離
地
対
空
誘
導
弾　

発
射
装
置
を
迎
え
入
れ
た
。

こ
の
度
の
受
領
に
よ
り
、
陸
上
自
衛
隊
が
保
有
す
る

近
距
離
、
短
距
離
及
び
中
距
離
の
高
射
器
材
が
揃
い
、

迫
力
あ
る
広
報
広
場
が
完
成
し
た
。
駐
屯
地
に
お
越

し
の
際
は
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

駐
屯
地
は
、
７
月
27
日
、
駐
屯
地
に
お
い
て
、
災
害
実
務
担

当
区
で
あ
る
７
市
１
町
（
小
野
市
・
加
東
市
・
加
西
市
・
西
脇

市
・
三
木
市
・
丹
波
篠
山
市
・
丹
波
市
・
多
可
町
）
の
防
災
担

当
者
を
招
い
て
「
令
和
３
年
度
７
市
１
町
自
衛
隊
防
災
担
当
者

会
同
」
を
主
催
し
た
。

　

会
同
に
お
い
て
は
、
自
衛
隊
及
び
群
の
災
害
に
対
す
る
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
使
用
す
る
器
資
材

（
人
命
救
助
セ
ッ
ト
・
情
報
収
集
用
ド
ロ
ー
ン
）
の
説
明
及
び

災
害
時
に
お
け
る
情
報
の
共
有
要
領
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
実

施
し
、
相
互
の
理
解
促
進
と
担
当
者
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
た
。

　

駐
屯
地
は
、
８
月
５
日
、
駐
屯
地
に
お
い

て
「
令
和
３
年
度
駐
屯
地
花
火
打
上
」
を
実

施
し
、
疫
病
（
悪
疫
）
退
散
を
祈
願
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
「
駐
屯
地
盆
踊

り
大
会
」
が
中
止
と
な
り
、
そ
の
他
の
行
事

も
自
粛
が
続
い
た
。

　

今
年
度
の
「
駐
屯
地
盆
踊
り
大
会
」
は
、

　

第
８
高
射
特
科
群
は
、
８
月
16
日

か
ら
９
月
３
日
ま
で
の
間
、
青
野
原

駐
屯
地
、
北
熊
本
駐
屯
地
及
び
佐
多

射
撃
場
に
お
い
て
、
第
13
旅
団
が
担

任
す
る「
令
和
３
年
度
12
．7
㎜
重
機

８
高
特
群
令
和
３
年
度

対
空
戦
闘
転
地
訓
練

▲射撃係と連携する射手▲車上設置による対空実射

▲対空実射の様子

８
高
特
群

令
和
３
年
度

12
．７
㎜
重
機
関
銃

対
空
実
射
訓
練

関
銃
対
空
実
射
訓
練
」
に
参
加
し
た
。

　

対
空
実
射
に
お
い
て
は
、
日
頃
か

ら
練
成
し
た
技
術
と
知
識
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
、
目
標
機
に
弾
丸
を
命
中

さ
せ
対
空
戦
闘
能
力
を
向
上
さ
せ
た
。

打
ち
上
げ
花
火
の
み
実
施
し
、
駐
屯
地
所
在

隊
員
及
び
隊
員
家
族
（
19
世
帯
）
が
観
賞
し

た
。
夜
空
を
彩
る
約
百
発
の
花
火
を
粛
々
と

観
賞
す
る
家
族
か
ら
は
「
綺
麗
だ
ね
」
「
花

火
が
見
れ
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
会
話
が
み

ら
れ
、
楽
し
い
夏
の
ひ
と
時
を
過
ご
す
様
子

が
う
か
が
え
た
。

▲航空自衛隊統制下の対空戦闘 ▲射撃用レーダ装置による捕捉

▲花火観賞を楽しむ隊員家族

▲打ち上げ花火を観賞する隊員

▲災害派遣担当中隊との意見交換

▲人命救助システムの説明 ▲状況説明

７
市
１
町
自
衛
隊
防
災
担
当
者
会
同

広
報
展
示
物

　

〜
短
Ｓ
Ａ
Ｍ
展
示
開
始
〜

令
和
３
年
度
駐
屯
地
花
火
打
上

▲左から中SAM・短SAM・近SAMと揃った広報展示広場　 ▲新しく設置された「81式短距離地対空誘導弾　発射装置」

令和3年10月 25日（月）
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第
８
高
射
特
科
群
は
、
７
月
９
日
か
ら
８
月

12
日
ま
で
の
間
、
古
河
駐
屯
地
及
び
霞
ヶ
浦
駐

屯
地
に
お
い
て
、
第
３
０
２
高
射
直
接
支
援
中

隊
は
、
７
月
13
日
か
ら
８
月
11
日
ま
で
の
間
、

朝
霞
駐
屯
地
及
び
大
会
会
場
に
お
い
て
「
第
32

回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
」
を
支
援
し
た
。

　

８
高
特
群 

前
田
曹
長
以
下
23
名
は
、
式
典

等
の
大
会
運
営
に
協
力
し
て
い
る
隊
員
の
給

食
・
入
浴
及
び
被
服
洗
濯
等
の
管
理
支
援
業
務

を
実
施
し
た
。
３
０
２
高
直
支
中 

薄
井
１
曹

以
下
８
名
は
、
会
場
内
車
両
検
査
場
に
お
い
て

関
係
車
両
の
検
査
等
を
実
施
し
た
。
１
９
６
４

年
以
来
、
57
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
本
大
会
を
、

縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
陰
な
が
ら
支
え
、
整

斉
円
滑
な
大
会
の
運
営
に
寄
与
し
た
。

　

駐
屯
地
は
、
10
月
２
日
、
県
立
や
し
ろ
の
森

公
園
に
お
い
て
、
北
播
磨
青
少
年
本
部
が
主
催

す
る
「
遊
ぼ
う
！
ぼ
う
け
ん
の
森
」
を
支
援
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響

を
受
け
、
例
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
ど
ろ
ん
子

サ
ッ
カ
ー
大
会
」
を
中
止
し
、
自
然
の
中
で
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
自
衛
隊
ブ
ー
ス

〈
災
害
派
遣
活
動
の
紹
介
、
土
の
う
運
搬
及
び

背
の
う
を
背
負
う
体
験
〉
を
訪
れ
た
小
学
生
は
、

積
極
的
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
、
時
に
は
、

上
級
生
が
低
学
年
を
助
け
、
互
い
に
協
力
し
合

う
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

駐
屯
地
は
、
８
月
25
日
か
ら
27
日
ま
で
の
間
、

青
野
原
駐
屯
地
に
お
い
て
、
隊
内
生
活
体
験

〈
小
野
工
業
高
校
及
び
西
脇
工
業
高
校
〉
を
支

援
し
た
。

　

学
生
８
名
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
概
要
説
明
等

を
受
け
た
の
ち
、
基
本
教
練
、
天
幕
設
営
及
び

救
急
法
を
体
験
し
、
規
律
正
し
い
自
衛
隊
で
の

生
活
の
一
端
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、
「
自
衛
官
を
よ
り

身
近
に
感
じ
た
。
」
「
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
。

将
来
、
自
衛
官
を
志
し
て
い
る
の
で
、
今
後
に

生
か
し
た
い
。
」
と
話
し
た
。

　

第
３
１
８
基
地
通
信
中
隊
青
野
原
派
遣
隊

〈
派
遣
隊
長　

楢
崎
２
尉
〉
は
、
７
月
14
日
、

青
野
原
駐
屯
地
に
お
い
て
「
令
和
３
年
度
通

信
所
能
力
評
価
」
を
受
け
た
。

　

評
価
は
、
学
科
試
験
と
実
技
に
わ
け
て
行

わ
れ
、
実
技
に
お
い
て
は
、
通
信
部
隊
の
任▲システム回線の構成

▲他駐屯地との回線点検

▲群長視察

▲演習場内の除草作業

▲６人用天幕の設営

▲基本教練を実施する高校生

▲北播磨青少年本部　小林本部長の挨拶

▲災害派遣活動の紹介

▲給食支援

▲洗濯支援

基
通
中

令
和
３
年
度

通
信
所
能
力
評
価

８
高
特
群
・
３
０
２
高
直
支
中
令
和
３
年
度

方
面
隊
統
制
演
習
場
秋
季
整
備

務
遂
行
に
必
要
な
能
力
（
構
成
・
維
持
・
運

営
）
が
求
め
ら
れ
た
。

　

実
技
当
日
は
、
緊
張
感
に
包
ま
れ
た
通
信

所
内
で
、
隊
員
相
互
に
連
携
し
、
緊
急
時
に

お
け
る
回
線
構
成
を
整
斉
円
滑
に
完
了
さ
せ

た
。

　

第
８
高
射
特
科
群
及
び
第
３
０
２
高
射
直

接
支
援
中
隊
は
、
９
月
６
日
か
ら
16
日
ま
で

の
間
、
日
本
原
演
習
場
に
お
い
て
「
令
和
３

年
度
方
面
隊
統
制
演
習
場
秋
季
整
備
」
に
参

加
し
た
。

　

８
高
特
群 

本
管
中
隊
長 

工
藤
１
尉
以
下

50
名
は
、
13
旅
団
長
要
望
事
項
で
あ
る
「
部

隊
の
任
務
と
し
て
整
備
を
遂
行
せ
よ
」
「
部

隊
の
能
力
向
上
に
活
用
せ
よ
」
「
非
戦
闘
損

耗
を
だ
す
な
」
の
３
点
に
よ
り
、
指
揮
の
要

訣
に
基
づ
く
実
員
指
揮
、
基
本
基
礎
の
徹
底
、

状
況
の
変
化
に
応
じ
た
整
備
及
び
安
全
管
理

を
万
全
に
し
、
訓
練
基
盤
の
充
実
及
び
長
期

安
定
使
用
を
図
っ
た
。

　

隊
員
は
、
悪
天
候
で
視
界
不
良
の
中
、
汗

を
流
し
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
も
全
力

で
整
備
任
務
を
遂
行
し
た
。
ま
た
、
３
０
２

高
直
支
中 

中
野
１
曹
以
下
２
名
は
、
部
隊

に
対
す
る
器
・
資
材
整
備
及
び
車
両
回
収
整

備
を
実
施
し
、
参
加
部
隊
の
任
務
達
成
に
寄

与
し
た
。

隊
内
生
活
体
験
支
援

遊
ぼ
う
！  

ぼ
う
け
ん
の
森

第
32
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
支
援

８　

高　

特　

群

３
０
２
高
直
支
中

令和3年10月 25日（月）
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退官者の紹介
永年のご勤務お疲れ様でした

第8高射特科群
准陸尉

山本　辰也
令和3年8月4日付

第8高射特科群
3等陸尉

喜和田　全
令和3年8月27日付

令
和
３
年
９
月
13
日
生 颯心くん(二男)

308高搬通中
2曹　中村　成利

しんそう

すくすく

　育って
ね

●
行
（
一
）
２
へ

　

業　

務　

隊　
　
　
　
　
　

行
（
一
）
１　
　

中　

田　

光　

彦

●
行
（
一
）
３
へ

　

業　

務　

隊　
　
　
　
　
　

行
（
二
）
３　
　

小　

林　

一　

之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
令
和
３
年
４
月
１
日
付

●
第
５
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

　

340　

高　

中　
　
　
　
　
　

３
曹　
　
　
　
　

辻　
　
　

拓　

哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
令
和
３
年
８
月
23
日
付

●
第
５
級
賞
詞
（
隊
員
自
主
募
集
）

　

308
高
搬
通
中　
　
　
　
　
　

１
士　
　
　
　
　

山　

本　

叶　

弥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
令
和
３
年
８
月
５
日
付

　

340　

高　

中　
　
　
　
　
　

士
長　
　
　
　
　

牧　

村　

菜
々
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
令
和
３
年
８
月
23
日
付

●
第
５
級
賞
詞
（
車
両
無
事
故
２
万
㎞
）

　

343　

高　

中　
　
　
　
　
　

３
曹　
　
　
　
　

佐　

藤　

友　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
令
和
３
年
９
月
22
日
付

●
第
８
期
生
徒
陸
曹
候
補
生
課
程（
後
期
）Ｓ
Ａ
Ｍ
電
気
機
械
整
備

　

金
賞

　

302
高
直
支
中　
　
　
　
　
　

３
曹　
　
　
　
　

的　

場　
　
　

優

●
第
８
期
生
徒
陸
曹
候
補
生
課
程
（
後
期
）
Ｓ
Ａ
Ｍ
レ
ー
ダ
整
備

　

金
賞

　

302
高
直
支
中　
　
　
　
　
　

３
曹　
　
　
　
　

中　

西　

貴　

久

●
第
32
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
支
援

　

褒
章
状

　

308
高
搬
通
中　
　
　
　
　
　

曹
長　
　
　
　
　

三　

渡　

昌　

亮

●
令
和
３
年
度
方
面
隊
統
制
演
習
場
秋
季
整
備

　

褒
章
状

　

本　

管　

中　
　
　
　
　
　

３
曹　
　
　
　
　

開　

地　

嵩　

弥

　

339　

高　

中　
　
　
　
　
　

士
長　
　
　
　
　

鬼　

塚　

将　

史

●
第
４
期
陸
曹
教
育
隊
共
通
中
隊
助
教
と
し
て
の
功
績

　

褒
章
状

　

本　

管　

中　
　
　
　
　
　

３
曹　
　
　
　
　

岡　

田　

岳　

大

●
第
302
高
射
直
接
支
援
中
隊
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

浅　

尾　

有　

吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

小　

林　

由　

佳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

山　

口　

泰　

佑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
令
和
３
年
９
月
24
日
付

●
第
８
高
射
特
科
群

　

本
部
管
理
中
隊
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

一
ノ
瀬　

達　

也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
令
和
３
年
９
月
３
日
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

友　

谷　

怜　

央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

島　

田　

凛　

菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

長　

田　

一　

瑳

　

第
338
高
射
中
隊
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

笠　

井　

知　

捺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

西
久
保　

孝　

弥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

中　

野　

優　

舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

吉　

田　

佳　

祐

　

第
339
高
射
中
隊
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

山　

本　
　
　

蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

金　

澤　

伊　

純

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

左　

神　

大　

輝

昇
　
　
任
　
　
者

賞
　
詞
　
受
　
賞
　
者

課
程
教
育
等
成
績
優
秀
者

新
隊
員
部
隊
配
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

堀　

池　

大　

稀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

富　

田　

楽　

渡

　

第
340
高
射
中
隊
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

服　

部　
　
　

哲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

塚　

崎　

菜　

央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

住　

本　

翔　

矢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

牧　

原　

利　

光

　

第
343
高
射
中
隊
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

吉　

田　

魁　

生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

中　

島　
　
　

朔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

山　

形　

亮　

太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

中　

安　
　
　

剛

　

第
308
高
射
搬
送
通
信
中
隊
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

大　

搗　

一　

輝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

赤　

尾　

大　

樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
士　
　
　
　
　

布　
　
　

英　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
令
和
３
年
９
月
28
日
付

●
令
和
３
年
８
月
２
日
入
籍

　

339　

高　

中　
　
　

３
尉　
　

山　

田　

泰　

生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
伊　

島
）
詩　

織

●
令
和
３
年
８
月
12
日
入
籍

　

339　

高　

中　
　
　

３
曹　
　

松　

本　

将　

空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平　

井
）
果　

蓮

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

お誕生
おめでとう
ございます!

令
和
３
年
度　

春
の
叙
勲

●
瑞
宝
中
綬
章

　

宗　

像　

久　

男

　
　
（
第
11
代　

第
８
高
射
特
科
群
長
）

春の叙勲者の紹介
叙　

勲

●
瑞
宝
単
光
章

　

金　

谷　

英　

雄

　
　
（
最
終
部
隊　

第
８
高
射
特
科
群
）

令
和
３
年
５
月
11
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

新着任指揮官の紹介
（令和3年10月1日付）

3等陸尉　山本 夏波
やま もと か なみ

●出身地：大阪府
●前職務：中部方面警務隊本部
　　　　　警務幹部
●趣　味：舞台観劇・音楽
●抱　負：明るく溌剌と、部隊の秩序維

持に貢献できるよう日々精進
致します。

青 野 原
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